
2024年度学会発表等一覧

学会名 職種 発表者 演題名

第9回日本臨床作業療法学会学術大会 OT 芥川比呂 大切な作業を再獲得でき，笑顔が戻った事例 -OPAT6を通して-

第58回日本作業療法学会 OT 村松果歩 トイレ動作自立と認知機能（Cognitive-related Behavioral Assessmest）の関連性について

第32回愛知県作業療法学会 OT 谷田陸人 脳卒中後うつの患者に対し生活史を取り入れた介入

第32回愛知県作業療法学会 OT 中村由美花 脊髄損傷患者の個人因子に寄り添った障害受容への援助

第23回東海北陸作業療法学会 OT 奥田真子 脳卒中重症例に対するその人らしさを引き出す作業を通した介入

第23回東海北陸作業療法学会 OT 巻野太星 利き手軽度麻痺の症例に対して，ADOC-Hを使用し，課題指向型練習を実施したことで遂行度，満足度が向上した一例

第23回東海北陸作業療法学会 OT 野呂歩南 麻痺側上肢の使用方法の理解度促進と心理的側面にアプローチした結果，使用頻度・動作の質が向上した症例

第25回日本言語聴覚学会in兵庫・神戸 ST 小林瑞穂 コミュニケーション実用度を用いたST部門教育

第25回日本言語聴覚学会in兵庫・神戸 ST 原　優里 重度全般的認知機能低下と重度失語を呈した一例に対するコミュニケーションへの介入-コミュニケーション実用度を用いて-

第18回一般社団法人愛知言語聴覚総会・学術集会 ST 今井　那菜 鼻咽腔逆流が残存したワレンベルグ症候群の一例

回復期リハビリテーション病棟協会　第45回研究大会in

札幌
ST 岡田知也

重度失語症者に対する行動観察評価の視点-

－テキストマイニングを用いて－

回復期リハビリテーション病棟協会　第45回研究大会in

札幌
ST 小林瑞穂 【シンポジウム】これからの療法士の専門性と協働の在り方　‐身体的拘束を最小化する体制について‐

音楽医療研究会　第18回学術集会 ST 志賀真理子 回復期病院におけるMelodic　Intonation　Therapy日本語版の臨床

第2回セラピストマネジメント研究会 ＰＴ 牧芳昭

ＰＴ 鈴木雅史 心不全を認める脳卒中片麻痺者の理学療法の経験

ＰＴ 向涼太 脳卒中片麻痺者により歩行の安定性低下を呈した症例に対するウェルウォークを使用した歩行練習の経過報告

ＰＴ 後藤彗 異常歩行を呈した脳卒中片麻痺患者に対するウェルウォークWW-1000を用いた歩行練習の経験

ＰＴ 今津孝太 頚髄損傷後に神経障害性疼痛およびアロディニアを呈した一症例の経過

ＰＴ 畠山大生 歩行障害を呈した術後黄色靱帯骨化症患者の理学療法における治療の経過

ＰＴ 三浦大地 脳卒中片麻痺患者の歩容及び歩行速度に対する介入ーウェルウォークとトレッドミルとの比較ー

第61回日本リハビリテーション医学会学術集会 ＰＴ 後藤慧 回復期病棟における歩行補助ロボット導入による脳卒中患者に対する装具処方状況の変化・単一施設での5年間の実態調査

第3回日本老年療法学会学術集会 ＰＴ 下村菜々穂
脳卒中既往を加味した高齢大腿骨近位部骨折患者における回復期病院退院時の歩行自立予測モデルの作成 -決定木分析による

検討-

ＰＴ 向涼太 重度脳卒中患者に対して歩行補助ロボットを用いた高速度歩行練習の練習強度および効果ーシングルケースデザインによる検証ー

ＰＴ 水野敬太 筋緊張低下を呈した小脳性運動失調患者に対する短下肢装具を用いた歩行練習により歩行再獲得を目指した一例

ＰＴ 山田将成 長下肢装具と歩行補助ロボットを使用した歩行練習が有効であった脳卒中片麻痺者ー症例報告ー

ＰＴ 堀田安里 回復期リハビリテーション病棟に入院した意識障害のある重度脳卒中患者の経過ー症例集積研究ー

ＰＴ 長崎圭吾 回復期リハビリテーション病院に入院した脊髄梗塞患者の入院時と経過からみた歩行獲得者と歩行非獲得者における差の検討

ＰＴ 近藤玲美捺 回復遅延型ギランバレー症候群に対する歩行補助ロボットを用いた歩行練習が与える影響

ＰＴ 牧芳昭
ロボットによる歩行練習を実施した脳卒中患者における最小介助歩行の獲得を予測するアシスト機能や練習設定の組み合わせー

Upset plotによる相互関係の検討ー

第48回日本高次脳機能学会学術総会 ＰＴ 牧芳昭 初発脳卒中患者における行動観察による認知機能と日常生活動作能力や歩行自立との関連

ＰＴ 加藤涼平 当院におけるリハビリテーション時の転倒に関する勉強会とその効果

ＰＴ 福井祐介 PT部門における1on1の取り組み～昨年度の振り返りと今後の課題～

第8回日本リハビリテーション医学会秋季学術大会 ＰＴ 柴田将寛 一側性の歩行補助ロボットを用いて歩行練習を実施した脊髄障害患者の下肢機能と歩行能力の変化および練習内容の調査

ＰＴ 牧芳昭
回復期リハビリテーション病棟における認知機能障害の重症度別に見た転倒起因行動と転倒理由認識の特徴－認知関連行動アセ

スメント（CBA）に着目して－

ＰＴ 水口剛司 当院の理学療法部門におけるEvidence-based practiceの推進に関する取り組み報告

ＰＴ 櫻井茉莉 当院理学療法部門における1on1の実施状況－年次別傾向と今後の課題－

回復期リハビリテーション病棟協会　第45回研究大会in

札幌
NS 徳井信子 看護師・介護士の業務標準化から考える業務改善と適正な人員配置について

雑誌名 職種 発表者 題名

リハナース　2024年6号 ST 森田秋子 高次脳機能障害の理解とサポート実践　認知関連行動アセスメントとは何か

リハナース　2024年6号 ST 伊藤梓 高次脳機能障害の理解とサポート実践　CBAの評価方法

リハナース　2024年6号 ST 小林瑞穂 高次脳機能障害の理解とサポート実践　CBAをうまく活用する観点

PT 柴田将寛 不全頚髄損傷者に対するウェルウォークWW-1000を使用した歩行練習

PT 近藤玲美捺 小脳性運動失調患者に対する体重免荷トレッドミル歩行練習の効果-シングルケースデザインによる検証-

日本転倒予防学会誌　11巻 PT 牧芳昭 回復期リハビリテーション病棟入院患者における行動観察評価による認知機能障害と転倒との関連性

International Journal of Rehabilitation Research 1;47(1) PT Yoshiaki Maki
Factors affecting the efficiency of walking independence in patients with subacute stroke following robot-assisted gait training

with conventional rehabilitation

愛知県理学療法学会誌　36巻2号

第32回愛知県理学療法学術大会

第40回東海北陸理学療法学術大会

第22回日本神経理学療法学会学術大会

リハビリテーション・ケア合同研究大会　山梨2024

回復期リハビリテーション病棟協会　第45回研究大会

in 札幌


